
令和４年９月３０日  １４時００分   

近畿地方整備局   

姫路河川国道事務所   
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２車線から４車線への拡幅工事を進めております国道２号 相生
あいおい
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う
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間の延長１．５ｋｍが、 

令和４年１０月３０日（日）早朝に２車線から４車線に切替わることとなりましたのでお知らせし

ます。 

 
○主な整備効果 
 

① ４車線化による地域の安全・安心の向上 

   相生
あいおい

有
う

年
ね

道路の未整備区間では、正面衝突及び追突事故の発生割合が兵庫県内の一般国

道の平均より高くなっています。また、自転車歩行者道が未整備であることから車両と歩行

者・自転車の通行が接近して危険な状態となっています。 

今回の整備で、中央分離帯の設置による正面衝突の抑制や交通混雑の緩和による追突事故

の減少が期待されます。また、道路の両側に自転車歩行者道を整備することにより、歩行者

・自転車の安全性が確保されます。 

 
② ４車線化による沿道の生活環境の改善 

   相生
あいおい

有
う

年
ね

道路事業区間では、夜間の大型車混入率が最大約９１％と極めて高く、騒音は昼

夜問わず環境基準を超過しています。 

相生
あいおい

有
う

年
ね

道路の整備済区間では遮音壁の設置等により、沿道騒音が改善し、昼夜とも環境

基準を満たしていることから、今回整備区間においても沿道騒音の改善が期待されます。 

 
 
 ＜取扱い＞   
 

 

 ＜配布場所＞ 兵庫県政記者クラブ、西播磨県民局庁舎内記者室、相生記者クラブ 

 
 ＜問合せ先＞  国土交通省  近畿地方整備局  姫路河川国道事務所 

事業対策官   小丸
こ ま る

 博
ひろ

司
し

（内線２０８） 

調査課長    内田
う ち だ

 佳
よ し

希
き

（内線４５１） 

電話：０７９－２８２－８２１１（代表）    



〇道路概要 〇事業の主な経緯

相生有年道路は、相生市及び赤穂市の国道２号における交通混雑の緩和、交通

安全の確保、沿道騒音の改善等を目的とした延長８．６ｋｍの道路です。

今回、相生有年道路の延長８．６kmのうち、相生市若狭野町八洞～同市若狭野町

若狭野の延長１．５ｋｍが２車線から４車線に切替わります。

〇国道２号 相生有年道路の概要

〇標準断面図

あい おい う ね

N

区 間

あいおい わか さ の ちょういりの

（起）兵庫県相生市若狭野町入野
あ こ う ひがしうね

（終）兵庫県赤穂市東有年

道路延長 8.6km

構造規格 第3種第1級

設計速度 80km/h

車 線 数 4車線

標準幅員 26.0～30.0ｍ

年度 事業実施項目

昭和60年度 有年道路事業化（15,16工区）

平成元年度 有年道路都市計画決定

平成4年度 都市計画決定（14-1～2工区）

平成11年度 都市計画変更（14-1～16工区）

平成12年度
有年道路の事業区間を延伸

（14-1～16工区）
事業名を相生有年道路に変更

平成21年度 14-1工区 L=0.4km整備

平成27年度
14-1工区 Ｌ=1.8km整備

（14-1工区全線）
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延長0.4km



地域の安全・安心の向上
相生有年道路の未整備区間では、正面衝突及び追突事故の発生割合が兵庫県内の一般国道の平均

より高くなっています。また、自転車歩行者道が未整備であることから車両と歩行者・自転車の通行が接

近して危険な状態となっています。

今回の整備で、中央分離帯の設置による正面衝突の抑制や交通混雑の緩和による追突事故の減少が

期待されます。また、道路の両側に自転車歩行者道を整備することにより、歩行者・自転車の安全性が

確保されます。

■事故形態の比較（相生有年道路未整備区間とその他兵庫県内の一般国道）

出典）事故統合データH25-H30（整備前）

相生有年道路 延長8.6km
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至岡山

至姫路

N

延長1.5km

今回整備区間

凡 例
高規格道路

一般国道

主要地方道･県道

事業中

整備済

歩道未設置区間

整備済区間

正面衝突・追突事故：80％

正面衝突・追突事故：55％

Ｅ２

幅員が狭く大型車の擦れ違いが危険な状態

■整備による効果

至姫路

至岡山

写真③

野々交差点付近(H29年4月12日撮影)

至姫路写真①

野々交差点付近(H23年7月13日撮影)

至岡山

福井交差点付近(H29年9月13日撮影)

写真②

２

車両と歩行者・自転車の通行が接近して危険

な状態

【整備前】 【整備後】
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整 備

延長2.2km

※「未整備区間」はH25-H30時点の未整備区間である

正面衝突及び追突事故の発生割合が
兵庫県内の一般国道の平均より高い

今回整備区間でも事故の抑制や
歩行者の安全性確保が期待されます
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沿道における生活環境の改善

相生有年道路事業区間では、夜間の大型車混入率が最大約91％と極めて高く、騒音は昼夜問わず

環境基準を超過しています。

相生有年道路の整備済区間では遮音壁の設置等により、沿道騒音が改善し、昼夜とも環境基準を

満たしていることから、今回整備区間においても沿道騒音の改善が期待されます。

出典）H27年度騒音調査結果（野々：整備前）：H27.10.28(水)7時～ H27.10.29(木)7時
H29年度騒音調査結果（野々：整備後）：H29.10.11(水)7時～ H29.10.12(木)7時
H26年度騒音調査結果（東有年、有年原、福井）：H26.8.26(火)7時～H26.8.27(水)7時

昼：昼間(6時～22時）の平均値
夜：夜間(22時～6時）の平均値

有年原
昼：73dB
夜：74dB

福井
昼：75dB
夜：76dB

東有年
昼：76dB
夜：77dB

相生有年道路 8.6km

90.7％

■大型車の交通状況

出典）H29年度 事業評価監視委員会資料

交通量観測位置

国道２号沿道では
環境基準（昼70dB、夜65dB）を超過

■沿道の騒音値
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●整備による効果

至姫路

至岡山

写真①

野々
整備前 昼：74dB

夜：75dB
整備後 昼：57dB

夜：56dB

遮音壁の
設置による
騒音低減

高機能舗
装による
騒音低減

３

整備済区間
延長2.2km

今回整備区間
延長1.5km

7～19時平均
19.6％ 19～7時平均

28.7％

あい おい う ね

あい おい う ね

あいおい う ね

大型車の割合は昼夜問わず
国道2号平均値を大きく上回っている

今回整備区間でも沿道騒音の
改善が期待されます

【調査地点】相生市若狭野町野々

【調査日】 整備前：H27.10.28～10.29
整備後：H29.10.11～10.12
あいおい わか さ の ちょう の の

（出典）姫路河川国道事務所調査結果

昼間 夜間

（dB）

74dB

57dB

75dB

56dB

環境基準
70dB 環境基準

65dB

整備前 整備前整備後 整備後
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野々交差点付近(H29年9月13日撮影)

【大型車混入率】
国道２号平均値（兵庫県内・直轄）
◆昼間(7～19時):19.6%
◆夜間(19～7時):28.7%

出典）H27全国道路・街路交通情勢調査

○調査地点：相生市若狭野町八洞
あいおい わか さ の ちょう はっとう


